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　今日はB細胞悪性リンパ腫の新しい治療法についてお話します。 

悪性リンパ腫は白血球の中のリンパ球の一部がガン化して起こる血
液のがんですが、 その元となるリンパ球は、主にB細胞とT細胞に分

かれます。B細胞由来の細胞表面に はCD20という突起とCD79bと

いう突起があり、CD20に対する抗体がリツキシマブで す。このリ

ツキシマブと従来の抗がん剤とを組み合わせて治療する方法はもう
20年以 上なされており、B細胞悪性リンパ腫に対する標準的な治療

法と言われています。リ ツキシマブは細胞表面にくっついたまま

で、自分の免疫細胞を呼びよせて悪い細胞を やっつける効果

(ADCC)や補体というタンパク質を活性化して細胞に穴をあける 

(CDC)効果を発揮します。一方、CD79bに対する抗体はポライツズ

マブと言います 。ポライツズマブは細胞表面にとどまらず細胞の中

に入っていくタイプなので、悪い 細胞のみに抗がん剤を運んでくれ

る運び屋の働きがあります。この抗体にベトチンと いう抗がん剤を

くっつけたお薬が2021年3月に日本でも発売されました。リツキ シ

マブや抗がん剤と一緒に治療することで再発の方や治りにくい方々
に福音をもたら しつつあります。また、最近では初発の方にも使え

るようになりました。



　さて、昔話になりますが、熊本大学血液内科から米国
ニューヨーク州、ラズウェル パークがん研究所のDr. Seon

の研究室に合計5名が留学いたしました。現在開業され てい

る松崎博充先生が初めて門戸をたたき、次に熊本赤十字病
院の吉田稔先生が続か れ、そして私、その次に国立熊本医

療センターの原田奈穂子先生、そして最後に熊本 赤十字病

院の采田志麻先生が留学されました。私が在籍していたのは

もう30年近く 前(1994-1997)のことですが、Dr. Seonに言わ

れるままに実験を行い、Dr. Seonは いつか薬になるのが夢

と語っておられましたが、その当時はまさか本当に薬にな
ると は思わずに研究していました。その抗体はSN８という

名前でしたが、それが今、お薬 になっているポライツズマ

ブです。私の研究も新薬の開発のほんの少しだけですが、 

一助になれたことは大変うれしく思います。
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